





























































































































































































	Ⅴ 各論
	Ⅴ-1 地表地質調査
	Ⅴ-2 Kozlu炭鉱坑内試錐調査
	Ⅴ-2-1 試錐計画の変遷
	Ⅴ-2-2 試錐機搬入と準備作業
	Ⅴ-2-3 -425m,22926-No.1試錐
	Ⅴ-2-4 -425m,22926-No.2試錐
	Ⅴ-2-5 坑内試錐結果の地質解釈
	Ⅴ-2-6 Kozlu鉱Simal断層先の炭量

	Ⅴ-3 海上物理探査
	Ⅴ-3-1 現場観測作業
	Ⅴ-3-2 地震反射データ処理
	Ⅴ-3-3 地震反射記録の解析
	Ⅴ-3-4 海底部弾性波速度分布の解析
	Ⅴ-3-5 重力探査の解析
	Ⅴ-3-6 磁気探査の解析


	Ⅵ 総合解釈および提言
	Ⅵ-1 総合解釈
	Ⅵ-1-1 海域の全体的地質構造
	Ⅵ-1-2 海岸線沿い海域部の背斜構造の地質および地質構造
	Ⅵ-1-3 断層
	Ⅵ-1-4 炭鉱位置と重力結果との関係
	Ⅵ-1-5 坑内試錐調査と地質構造
	Ⅵ-1-6 埋蔵炭量の予想

	Ⅵ-2 提言
	Ⅵ-2-1 炭量計算および坑内試錐調査
	Ⅵ-2-2 反射法に関しての今後の問題点
	Ⅵ-2-3 断層追跡のための屈折法の調査および解析
	Ⅵ-2-4 技術移転について


	昭和56年度トルコ共和国ゾングルダック炭田海域部調査岩石薄片顕鏡結果
	裏表紙

